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◎紙ねんどで尼いも

◎ゆるキャラ名前募集！

　2012年厚生労働省研究班より、65歳以上の認知症数が推計
462万人、軽度認知障害（MCI）が400万人と推計され、65歳以
上の4人に1人は認知症予備群になると報告されています。
　この事態は、認知症を抱えるご本人だけではなく、ご家族にも
精神的、身体的、経済的な負担をもたらし、適切なサポートがな
ければご本人やご家族の人生が大きく変化してしまうことにつな
がってしまいます。
　それでは、私たちはただ手をこまねいて、認知症になることを
待っているだけよいのでしょうか。実は、最新の研究では、認知
症を早期発見し、予防対策を行うことで、現在の自分らしい生活
を長く維持できることが明らかになっています。そして、それが
一番効果的な時期が軽度認知障害（ＭＣＩ）の段階です。
　この時期に認知機能障害があることを早期発見できれば、現状
を出来るだけ長く維持するための予防対策やご本人への支援態勢
を整える事も可能になり、その後のご本人やご家族の生き方を大
きく変えることが出来ます。
　しかし、実生活で認知機能障害に直面したとき、老化によるも
のなのか？認知症によるものなのか？判断することは困難です。
それに、何より、病院に行き診断をしてもらいたくても、なかな
か足が進まないのが本音のところです。

　そこで、「地域で自分らしく暮らすための高齢者支援プロジェ
クト‐兵庫県阪神南地区大学生による地域連携推進支援補助金事
業」では、平成28年9月5日に阪神南地区に住む高齢者を対象に
「自分の家族のことが認知症でないか心配」、「病院に行くほど
ではないが少し気になる」や「まったく、心配はないが今の状態
を知って自信を持って健康生活をすすめていきたい」方々のため
の指標となる講演会を園田学園女子大学で開催しました。
地域の高齢者の方々が気軽に認知症予防についてのお話や相談、
健診を受けられる場所の無料提供です。
　詳細は、認知症早期発見のための活動を長年続けておられる
NPO法人認知症予防ネット神戸の理事長伊藤米美講師による認知
症予防講演と簡単なタッチパネルによるスクリーニングテスト、
さらに、認知症に関する相談コーナー、人間看護学科認知症予防
チーム(4年生)による脳若返り体操を実施しました。参加者から
の積極的な質問も多く、盛況のうちに終了することができまし
た。

プロジェクト代表：
人間看護学科老熟看護学領域　教授　坂元眞由美

　私は9月7日にアルカディア市ヶ谷で開催された私立大学情報
教育協会主催・短期大学教育改革ICT戦略会議において、「『知
識』を『知恵』に変える経験値教育の実践」というテーマで報告
を行いました。ここでは、地域社会の多様な変化に対応できる人
材育成を目指して、地域課題のプロジェクト科目と社会的役割を
自覚する全学共通科目において、ICTを活用した評価システムを
導入し、教室で学んだ知識が地域社会でどのように活かされてい
るかを振り返る「経験値教育」の取り組みについて紹介させてい
ただきました。この経験値評価システムについては、地域連携推
進機構副機構長である大江篤先生を中心とした取り組みですが、
短期大学のICT関係者として私が代表して報告させていただいた
ものです。
　まず地域志向科目について取り上げ、短期大学部・生活文化学
科の学生も取り組んだ「大学の社会貢献」について、尼崎市が直
面する課題とその解決策についてグループで話し合い、プレゼン
テーションを行ったといった活動内容について報告しました。ま

た、大学2年生必修「つながりプロジェクト」については、学科
横断20余りのチームでプロジェクト活動を中心とした取り組み
について例を挙げて解説しました。
　次に、知識を知恵に変える循環型の経験値教育を実質的に推し
進めるために導入された経験値評価システムについて紹介しまし
た。本学が独自に開発した経験値評価システムは、「アセスメン
ト」「つながり評価」「プロジェクト評価」から構成さていま
す。経験値評価システムを通して、学生は地域でどれだけ経験を
積み、人間力を高めたかを実感することができることができま
す。この経験値評価システムにおけるそれぞれの機能について具
体的に解説しました。
　ICT戦略会議に出席いただいた方々からは、地域連携の実際や
システム運用など個別に質問ヲいただき、他大学から反響があっ
たのではないかと思いました。

短期大学部 生活文化学科　垣東弘一

『認知症予防のお話し』

～脳を元気にして、いきいき暮らそう～

『知識』を『知恵』に変える経験値教育の実践
短期大学教育改革ICT戦略会議報告

〈地域〉と〈大学〉をつなぐ
経験値教育プログラム
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・科目の計画概要

　この授業では、まず、子育て家庭の置かれた状況、子育て支
援の制度と現状について尼崎市を中心に理解し、地域踏査、フ
ィールドワークをしながら、子育て支援プログラムの企画、実
践を行います。
　前期は、地域の子育て支援の支援者をゲストスピーカーとし
て、ロールプレイやインタビューといった参加型の授業形態を
とりながら、「支援する」とはどういうことかについて体験的
に学び、その技術に触れ、地域の中に広がっている子育て支援
の連鎖を知ることができました。

 ・フィールドワークに出たときの学生の様子　など

　これらの学びをもとに、８月に地域のお母さんたちにインタ
ビューを行いました。
　今回は、ＮＰＯ法人やんちゃんこさんにご協力をいただき、
サークルのお母さんたちや、わいわいステーションにいらっし
ゃっているお母さんたちにインタビューさせていただきまし
た。
　出産や子育ての話など、私たちがこれからの人生で体験する
であろうことの実際の話をうかがうことができて、単に授業と
しての学習というだけでなく、女性の生き方を考えるうえでも
貴重な話を聞くことができました。
　また多くの学生が子育ては想像以上に大変なことということ
を理解できたようです。子育て支援ひろばにうかがうことで支
援の場の環境や子ども一人一人の多様さも実感できたようでし
た。現在、このインタビューのデータを分析し、前期に学んだ
ことを生かして、「ママカフェクリスマス」を実施する予定です。
　少しでも地域のお母さんや子どもたちの支援になるような時
間となれば…と考えています。

つながりプロジェクト　　
担当 ： 影浦紀子

『地域子育て支援』
地域志向科目「つながりプロジェクト　　」

ファミリーサポート協力会員さんのお話

お母さんへのインタビュー

子育てに困難を抱える母親と幼稚園教諭のロールプレイ

　園田学園女子大学の西側は、庄下川のアメニティゾーンが広
がっており、都会の河川ながら、さまざまな動植物がみられま
す。このプロジェクトでは近隣住民の皆さんの庄下川への親水
性を高めてもらうため、庄下川の環境を使った近隣住民や児童
生徒たち対象のプログラムを提供実施することを目的としてい
ます。
　今年度は尼崎市制100周年プロジェクトのひとつ、夏休み庄
下川観察会「まちの自然みぃつけた！庄下川観察会」を尼崎市
立衛生研究所とともに企画し、8月23・24日に実施しました。
学生は、4月から継続的に庄下川の生き物の観察や近隣の歴史
などを実際に歩きながら調べ、当日の媒体を準備し、リハーサ
ルを重ねました。観察会は市内の小学生を対象としました。
　23日は植物、水生動物、プランクトンのグループに分かれて
採集、観察、記録をし、24日は記録したものをグループでまと
めて発表をしました。個人で夏休みの自由研究として提出する

児童のために、模造紙にまとめる作業のお手伝いも行いまし
た。
　児童たちが科学的な目で観察を行い、図鑑やインターネット
で調べるといった一連の作業を補助する経験は、学生たちの問
題発見能力、解決能力を向上させたと感じています。

　11月19日に尼崎市立衛生研究所主催「未来の科学者夢体験研
究所　サイエンス・オアシス」が開催されます。そこで学生た
ちが今回のプログラムについて発表します。
日時：2016年11月19日 11:00～16:00
場所：ハーティ21　1階　ハーティホール＆体育ホール(尼崎市
南塚口町4-4-8)　　入場無料

つながりプロジェクト
担当： 衣笠治子　山本起世子

『庄下川環境を利用した地域住民の親水性の向上』
地域志向科目「つながりプロジェクト　　」

　本学は、神戸大学を主幹とする地（知）の拠点大学による地方
創生推進事業（COC＋）「地域創生に応える実践力養成ひょうご神
戸プラットフォーム」に参画しています。
　当該プログラムでは、阪神・淡路大震災以来20年の蓄積を持
つ神戸大学の先導的な地域社会形成のための教育研究、兵庫県各
地で実践的な取組を進める県内COC４大学の事業成果、大学と連
携して進めてきた自治体、商工会議所、工業会等の実践的人材育
成を結合するために「ひょうご神戸プラットフォーム」を構築し
ます。それにより日本の縮図といわれる兵庫県において、知の拠
点として成果の積極的な社会への還元、および産学官民の連携強
化の改善を図ること、また兵庫県内の多様な地域社会が抱える課

題を理解し、それに対応できる人材の育成と地元定着を図ること
を目的としています。
　そのために、住民としての資質を養う基礎カリキュラムと、多
様な課題に応え、専門分野で問題解決力と実践力を養う［歴史と
文化］［自然と環境］［子育て高齢化対策］［安全安心な地域社
会］［イノベーション］の5分野に関係するカリキュラムの開発
と体系化を共同で行います。また、多様なインターンシップを結
合した人材育成プログラム（地域の元気づくり教育プログラム）
の開発をすすめ、それを展開しうる大学教職員・自治体職員・地
元企業等地域のリーダーに対する多様なトレーニングを準備しま
す。

　具体的には、本学は「歴史と文化」および「子育て高齢化対
策」の2領域において、地域志向の先進的な教育プログラムの開
発を行っている大学の事例について実地調査や地域創生に関する
情報収集を行い、開発する教育プログラムの教育内容に反映し、
先進的な教育・研究の調査結果を発表することで、プラットフォ
ーム参加機関の間での成果や課題の共有化を図ることができま
す。
「歴史と文化」領域においては、本学が尼崎市、豊岡市で取り組
んでいる経験値教育を推進し、兵庫県下の民俗文化の現状と課題
を把握することから、事業協働機関と課題を共有し、「子育て高
齢化対策」領域では、連携自治体のまちづくり課や保健福祉課、

連携校と協働し、学生の活動部会を立ち上げ、ワークショップに
おいて地域の魅力に関する情報発信や、地域課題の解決に関する
検討を行います。また、尼崎市との連携で実施している地域志向
科目（Community　Based　Learning）「つながりプロジェク
ト」を進めていくことで「地域の元気づくり教育プログラム」の
開発を行い、ＣＯＣ+事業に関連するシンポジウムや講座等を定
期的に実施することで社会への還元を図ります。その開発された
プログラムの充実・発展を図り、参加校、協力校とともに拡充
し、さらに人材の地元定着を進めるため、地域課題に資する人材
育成に必要な教育プログラムの開発やテキスト作成を進めていま
す。

『地（知）の拠点大学による地方創生推進事業』
ＣＯＣ＋


